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1 

１．ごみ処理の概要 

（１）ごみの総排出量 

県内のごみ排出量と処理の推移を表 1-1，図 1-1,2 に示す。 

平成 14 年度における県内のごみの総排出量は 267,875t であり、前年より約 1.5％減少し

ている。 

計画収集人口は 753,934 人で総人口の 98.7％となっている。ごみ 1 人 1 日当たりの総排

出量は、961ｇで前年より 13ｇ減少している。 

 

表1-1 ごみ排出量と処理の推移 

区    分 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 

総人口(人) 771,640 768,496 767,571 764,909 763,822 

 計画収集人口 747,360 749,572 755,291 752,303 753,934 

 
自家処理人口 

計画収集率(％) 

24,280 

96.9 

18,924 

97.5 

12,280 

98.4 

12,606 

98.4 

9,888 

98.7 

総排出量(t/年) 247,180 254,257 262,229 271,902 267,875 

 計画収集量 208,708 217,155 220,407 229,362 225,211 

 直接搬入量 23,902 24,176 29,742 29,664 32,130 

 自家処理量 14,570 12,926 12,080 12,876 10,534 

計画処理量(t/年) 232,610 241,331 250,149 259,026 253,121 

 焼却 163,520 165,434 164,803 174,126 171,478 

 焼却以外 45,140 53,923 63,047 65,008 70,145 

 直接埋立 23,950 21,974 22,299 19,892 11,498 

1人1日総排出量（ｇ） 878 906 936 974 961 
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     図1-1 ごみ排出量の推移        図1-2 計画収集人口の割合 
 

注）計画処理区域内人口 ＝ 計画収集人口＋自家処理人口 ＝ 総人口 

  総排出量（t/年）＝ 計画収集量＋直接搬入量＋自家処理量 

  計画処理量 ＝焼却＋焼却以外＋直接埋立量 

  1 人 1 日当り総排出量（g/人・日）＝ 総排出量／総人口／365 日×106 
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（２）各地区の状況 

＜松江地区＞ 

①松江ブロック(松江市，鹿島町，島根町，美保関町，東出雲町，八雲村，玉湯町，

宍道町，八束町) 

可燃ごみ処理は、松江地区広域行政組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 80,750t，計画処理量は 74,400t であり、1 人 1 日総排出

量は 1,054g と県平均の 961g を上回っている。 

②安来ブロック(安来市，広瀬町，伯太町) 

可燃ごみ処理は、安来能義広域行政組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 12,711t，計画処理量は 12,075t であり、1 人 1 日総排出

量は 761g と県平均の 961g を大きく下回っている。 

 

表 1-2 ブロック別ごみ排出量と処理内訳 

区    分 松江ブロック 安来ブロック 

総人口(人) 209,892 45,779 

 計画収集人口 209,205 45,779 

 自家処理人口 687 0 

 計画収集率(％) 99.7 100.0 

総排出量(t/年) 80,750 12,711 

 計画収集量 73,670 10,382 

 直接搬入量 5,273 1,666 

 自家処理量 1,807 663 

計画処理量(t/年) 74,400 12,075 

 焼却 51,531 8,874 

 焼却以外 20,777 2,662 

 直接埋立 2,092 539 

1人1日総排出量（ｇ） 1,054 761 
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図1-3 ブロック別ごみ排出量 
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＜出雲地区＞ 

①仁多横田ブロック(仁多町，横田町) 

可燃ごみ処理は、仁多町横田町広域事務組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 5,862t，計画処理量は 5,062t であり、1 人 1 日総排出量

は 954g と県平均の 961g を下回っている。 

②加茂ブロック(大東町，加茂町，木次町，三刀屋町) 

可燃ごみ処理は、加茂町外三町清掃組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 11,054t，計画処理量は 10,322t であり、1 人 1 日総排出

量は 749g と県平均の 961g を大きく下回っている。 

③飯石ブロック(吉田村，掛合町，頓原町，赤来町) 

可燃ごみ処理は、飯石郡町村事務組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 3,624t，計画処理量は 2,770t であり、1 人 1 日総排出量

は 768g と県平均の 961g を大きく下回っている。 

④出雲ブロック(出雲市，平田市，斐川町，佐田町，多伎町，湖陵町，大社町) 

可燃ごみ処理は、出雲市外６市町広域事務組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 67,700t，計画処理量は 66,071t であり、1 人 1 日総排出

量は 1,050g と県平均の 961g を上回っている。 

 

      表 1-3 ブロック別ごみ排出量と処理内訳 

区    分 
仁多横田 

ブロック 
加茂ブロック 飯石ブロック 出雲ブロック 

総人口(人) 16,842 40,424 12,931 176,662 

 計画収集人口 15,636 38,927 10,083 176,662 

 自家処理人口 1,206 1,497 2,848 0 

 計画収集率(％) 96.3 78.0 92.8 100.0 

総排出量(t/年) 5,862 11,054 3,624 67,700 

 計画収集量 3,880 7,980 2,576 57,387 

 直接搬入量 1,684 2,203 174 8,529 

 自家処理量 298 871 874 1,784 

計画処理量(t/年) 5,062 10,322 2,770 66,071 

 焼却 3,430 0 1,562 46,933 

 焼却以外 1,549 9,759 1,208 13,408 

 直接埋立 83 563 0 5,730 

1人1日総排出量（ｇ） 954 749 768 1,050 
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図1-4 ブロック別ごみ排出量 

 

 

 

＜浜田地区＞ 

①大田ブロック(大田市，温泉津町，仁摩町) 

可燃ごみ処理は、大田市外２町広域行政組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 15,047t，計画処理量は 13,107t であり、1 人 1 日総排出

量は 954g と県平均の 961g を下回っている。 

②邑智ブロック(川本町，邑智町，大和村，羽須美村，瑞穂町，石見町) 

可燃ごみ処理は、邑智郡町村総合事務組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 5,593t，計画処理量は 5,091t であり、1 人 1 日総排出量

は 612g と県平均の 961g を大きく下回っている。 

③浜田ブロック(浜田市，江津市，桜江町，金城町，旭町，弥栄村，三隅町) 

可燃ごみ処理は、浜田地区広域行政組合(桜江町は委託)で行われている。 

当ブロックの総排出量は 32,558t，計画処理量は 31,514t であり、1 人 1 日総排出

量は 947g と県平均の 961g を下回っている。 

④益田ブロック(益田市，美都町，匹見町，津和野町，日原町，柿木村，六日市町) 

可燃ごみ処理は、益田地区広域市町村圏事務組合で行われている。 

当ブロックの総排出量は 22,099t，計画処理量は 21,741t であり、1 人 1 日総排出

量は 821g と県平均の 961g を下回っている。 
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      表 1-4 ブロック別ごみ排出量と処理内訳 

区    分 大田ブロック 邑智ブロック 浜田ブロック 益田ブロック 

総人口(人) 43,231 25,040 94,159 73,710 

 計画収集人口 43,190 25,040 91,629 72,631 

 自家処理人口 41 0 2,530 1,079 

 計画収集率(％) 99.9 100.0 97.3 98.5 

総排出量(t/年) 15,047 5,593 32,558 22,099 

 計画収集量 11,237 3,903 28,523 20,322 

 直接搬入量 1,959 1,195 2,649 1,300 

 自家処理量 1,851 495 1,386 477 

計画処理量(t/年) 13,107 5,091 31,514 21,741 

 焼却 9,671 3,345 21,826 15,357 

 焼却以外 3,380 1,678 9,649 4,858 

 直接埋立 56 68 39 1,526 

1人1日総排出量（ｇ） 954 612 947 821 
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図1-5 ブロック別ごみ排出量 

 

＜隠岐地区＞ 

①島後ブロック(西郷町，布施村，五箇村，都万村) 

可燃ごみ処理は、島後町村組合で行われている。 

当ブロックの総排出量及び計画処理量は 7,997t であり、1 人 1 日総排出量は

1,218g と県平均の 961g を大きく上回っている。 

②海士町 

可燃ごみ処理は、単独で行っている。 

当町の総排出量は 909t，計画処理量は 907t であり、1 人 1 日総排出量は 941g と

県平均の 961g を下回っている。 
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③西ノ島町 

可燃ごみ処理は、単独で行っている。 

当町の総排出量は1,777t，計画処理量は1,870tであり、1人1日総排出量は1,302g

と県平均の 961g を大きく上回っている。 

④知夫村 

可燃ごみ処理は、単独で行っている。 

当村の総排出量及び計画処理量は 194t であり、1 人 1 日総排出量は 676g と県平

均の 961g を大きく下回っている。 

 

表 1-5 ブロック別ごみ排出量と処理内訳 

区    分 島後ブロック 海士町 西ノ島町 知夫村 

総人口(人) 17,982 2,646 3,738 786 

 計画収集人口 17,982 2,646 3,738 786 

 自家処理人口 0 0 0 0 

 計画収集率(％) 100.0 100.0 100.0 100.0 

総排出量(t/年) 7,997 909 1,777 194 

 計画収集量 3,573 433 1,189 156 

 直接搬入量 4,424 448 588 38 

 自家処理量 0 28 0 0 

計画処理量(t/年) 7,997 907 1,870 194 

 焼却 6,661 685 1,482 121 

 焼却以外 1,038 129 34 16 

 直接埋立 298 93 354 57 

1人1日総排出量（ｇ） 1,218 941 1,302 676 
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図1-6 ブロック別ごみ排出量 
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 ２．ごみの分別収集状況,収集形態の状況 

（１）全県の状況 

県内のごみ収集並びに処理の内訳を表 2-1，ごみの収集内訳を図 2-1，ごみの処理内訳を

図 2-2 に示す。 

平成 14 年度に市町村が処理したごみ量は 253,121t であった。その内、171,478t(67.8％)

は直接焼却され、70,145t(27.7％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行われ、

11,498t(4.5％)は直接埋立てられた。 

県全体で44,708t（17.7％）がごみから分別・資源化された。集団回収量を含めると47,462t

が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 70.0％，不燃ごみ 11.9％，資源ごみ 16.1％，その他 1.3％，

粗大ごみ 0.7％であった。 

 

 表2-1 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  
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図2-1 ごみの収集内訳 
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図2-2 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合計

×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

 

 

    (単位：ｔ） 

県全体 平成14年度 

計画収集量 225,211  

収 可 燃 ご み 157,712  

集 不 燃 ご み 26,704  

内 資 源 ご み 36,255  

訳 そ の 他 2,941  

 粗 大 ご み 1,599  

直 接 搬 入 量 32,130  

自 家 処 理 量 10,534  

総 排 出 量 267,875  

集 団 回 収 量 2,754  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

171,478 

70,145 
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内 
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破 砕 圧 縮 
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 資 源 化 44,708  

処 理 合 計 253,121  

資 源 化 率 (％) 17.7  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 961 
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（２）ブロック別の状況 

＜松江ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-2，ごみの収集内訳を図 2-3，ごみの

処理内訳を図 2-4 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 74,400t であった。その内、

51,531t(69.3％)は直接焼却され、20,777t(27.9％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が

行われ、2,092t(2.8％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 12,248t(16.5％)がごみから分別・資源化された。集団回収量を含める

と 12,994t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 65.3％，不燃ごみ 15.1％，資源ごみ 18.5％，その他 0.1％，

粗大ごみ 1.0％であった。 

 

 表2-2 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  
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不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ
その他

 

図2-3 ごみの収集内訳 

 

2.8%

69.3%

27.9%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-4 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

松江ブロック 平成14年度 

計画収集量 73,670 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

48,148 

11,115 

13,663 

40 

704 

 

直 接 搬 入 量 5,273  

自 家 処 理 量 1,807  

総 排 出 量 80,750  

集 団 回 収 量 746  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

51,531 

20,777 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

2,092 

7,342 

8,089 

 

 資 源 化 12,248  

処 理 合 計 74,400  

資 源 化 率 (％) 16.5  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 1,054 
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＜安来ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-3，ごみの収集内訳を図 2-5，ごみの

処理内訳を図 2-6 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 12,075t であった。その内、

8,874t(73.5％)は直接焼却され、2,662t(22.0％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、539t(4.5％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 2,308t(19.1％)がごみから分別・資源化された。集団回収量を含める

と 2,571t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 73.4％，不燃ごみ 6.2％，資源ごみ 19.8％，粗大ごみ 0.6％

であった。 

 

 表2-3 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

＜0.1%

19.8%

6.2%

73.4%

0.6%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ
その他

 

図2-5 ごみの収集内訳 

 

4.5%

22.0%

73.5%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-6 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

 

    (単位：ｔ） 

安来ブロック 平成14年度 

計画収集量 10,382 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

7,619 

643 

2,051 

2 

67 

 

直 接 搬 入 量 1,666  

自 家 処 理 量 663  

総 排 出 量 12,711  

集 団 回 収 量 263  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

8,874 

2,662 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

539 

598 

250 

 

 資 源 化 2,308  

処 理 合 計 12,075  

資 源 化 率 (％) 19.1  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 761 
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＜仁多横田ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-4，ごみの収集内訳を図 2-7，ごみの

処理内訳を図 2-8 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 5,062t であった。その内、

3,430t(67.8％)は直接焼却され、1,549t(30.6％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、83t(1.6％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 630t(12.4％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 77.4％，不燃ごみ 10.6％，資源ごみ 12.0％であった。 

 

 表2-4 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

77.4%

10.6%

12.0%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

 

図2-7 ごみの収集内訳 

 

焼却
67.8%

焼却
以外
30.6%

直接
埋立
1.6%

 

図2-8 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

仁多横田ブロック 平成14年度 

計画収集量 3,880 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

3,005 

411 

464 

0 

0 

 

直 接 搬 入 量 1,684  

自 家 処 理 量 298  

総 排 出 量 5,862  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

3,430 

1,549 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

83 

504 

919 

 

 資 源 化 630  

処 理 合 計 5,062  

資 源 化 率 (％) 12.4  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 954 
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＜加茂ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-5，ごみの収集内訳を図 2-9，ごみの

処理内訳を図 2-10 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 10,322t であった。その内、

9,759t(94.5％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行われ、563t(5.5％)は直接埋立てら

れた。 

当ブロック全体で 4,067t(39.4％)がごみから分別・資源化(固形燃料を含む)された。集団

回収量を含めると 4,330t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 74.4％，不燃ごみ 13.5％，資源ごみ 12.1％であった。 

 

 表2-5 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

12.1%

13.5%

74.4%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

 

図2-9 ごみの収集内訳 

 

5.5%

94.5%

直接埋立

焼却以外

 

図2-10 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

加茂ブロック 平成14年度 

計画収集量 7,980 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

5,937 

1,081 

962 

0 

0 

 

直 接 搬 入 量 2,203  

自 家 処 理 量 871  

総 排 出 量 11,054  

集 団 回 収 量 263  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

0 

9,759 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

563 

0 

1,366 

 

 資 源 化 4,067  

処 理 合 計 10,322  

資 源 化 率 (％) 39.4  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 749 
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＜飯石ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-6，ごみの収集内訳を図 2-11，ごみの

処理内訳を図 2-12 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 2,770t であった。その内、

1,562t(56.4％)は直接焼却され、1,208t(43.6％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行わ

れ、直接埋立の量は零であった。 

当ブロック全体で 289t(10.4％)ごみから分別･資源化された。集団回収量を含めると 340t

が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 82.2％，不燃ごみ 17.8％であった。 

 

 表2-6 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

82.2%

17.8%

可燃ごみ

不燃ごみ

 

図2-11 ごみの収集内訳 

 

43.6%

56.4%

焼却

焼却以外

 

図2-12 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

飯石ブロック 平成14年度 

計画収集量 2,576 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

2,117 

459 

0 

0 

0 

 

直 接 搬 入 量 174  

自 家 処 理 量 874  

総 排 出 量 3,624  

集 団 回 収 量 51  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

1,562 

1,208 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

0 

154 

229 

 

 資 源 化 289  

処 理 合 計 2,770  

資 源 化 率 (％) 10.4  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 768 
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＜出雲ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-7，ごみの収集内訳を図 2-13，ごみの

処理内訳を図 2-14 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 66,071t であった。その内、

46,933t(71.0％)は直接焼却され、13,408t(20.3％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、5,730t(8.7％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 10,351t(15.7％)がごみから分別･資源化された。集団回収量を含めると

10,670t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 71.1％，不燃ごみ 9.8％，資源ごみ 13.8％，その他 5.1％，

粗大ごみ 0.2％であった。 

 

 表2-7 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

5.1%

9.8%

13.8%

0.2%

71.1%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ
その他

 

図2-13 ごみの収集内訳 

 

20.3%

8.7%

71.0%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-14 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

 

    (単位：ｔ） 

出雲ブロック 平成14年度 

計画収集量 57,387 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

40,811 

5,647 

7,891 

2,899 

139 

 

直 接 搬 入 量 8,529  

自 家 処 理 量 1,784  

総 排 出 量 67,700  

集 団 回 収 量 319  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

46,933 

13,408 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

5,730 

5,719 

1,666 

 

 資 源 化 10,351  

処 理 合 計 66,071  

資 源 化 率 (％) 15.7  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 1,050 

 



14 

＜大田ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-8，ごみの収集内訳を図 2-15，ごみ

の処理内訳を図 2-16 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 13,107t であった。その内、

9,671t(73.8％)は直接焼却され、3,380t(25.8％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、56t(0.4％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 1,538t(11.7％)がごみから分別･資源化された。集団回収量を含めると

1,957t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 76.1％，不燃ごみ 15.6％，資源ごみ 8.2％，粗大ごみ 0.1％

であった。 

 

 表2-8 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

76.1%

15.6%

0.1%8.2%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ
粗大ごみ

 

図2-15 ごみの収集内訳 

 

0.4%

73.8%

25.8%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-16 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

大田ブロック 平成14年度 

計画収集量 11,237 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

8,540 

1,756 

926 

0 

15 

 

直 接 搬 入 量 1,959  

自 家 処 理 量 1,851  

総 排 出 量 15,047  

集 団 回 収 量 419  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

9,671 

3,380 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

56 

1,140 

1,805 

 

 資 源 化 1,538  

処 理 合 計 13,107  

資 源 化 率 (％) 11.7  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 954 
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＜邑智ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-9，ごみの収集内訳を図 2-17，ごみ

の処理内訳を図 2-18 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 5,091t であった。その内、

3,345t(65.7％)は直接焼却され、1,678t(33.0％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、68t(1.3％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 1,536t(30.2％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 62.4％，不燃ごみ 2.9％，資源ごみ 31.6％，粗大ごみ 3.1％

であった。 

 

 表2-9 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

3.1%

62.4%

2.9%

31.6%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

 

図2-17 ごみの収集内訳 

 

1.3%

33.0%

65.7%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-18 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

邑智ブロック 平成14年度 

計画収集量 3,903 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

2,436 

113 

1,232 

0 

122 

 

直 接 搬 入 量 1,195  

自 家 処 理 量 495  

総 排 出 量 5,593  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

3,345 

1,678 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

68 

307 

102 

 

 資 源 化 1,536  

処 理 合 計 5,091  

資 源 化 率 (％) 30.2  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 612 
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＜浜田ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-10，ごみの収集内訳を図 2-19，ごみ

の処理内訳を図 2-20 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 31,514t であった。その内、

21,826t(69.3％)は直接焼却され、9,649t(30.6％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、39t(0.1％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 6,378t(20.2％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 69.1％，不燃ごみ 13.0％，資源ごみ 17.7％，粗大ごみ 0.2％

であった。 

 

 表2-10 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

13.0%

17.7%
0.2%

69.1%
可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ
粗大ごみ

 

図2-19 ごみの収集内訳 

 

0.1%

30.6%

69.3%
焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-20 ごみの処理内訳 

 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

浜田ブロック 平成14年度 

計画収集量 28,523 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

19,717 

3,698 

5,059 

0 

49 

 

直 接 搬 入 量 2,649  

自 家 処 理 量 1,386  

総 排 出 量 32,558  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

21,826 

9,649 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

39 

2,502 

2,691 

 

 資 源 化 6,378  

処 理 合 計 31,514  

資 源 化 率 (％) 20.2  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 947 
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＜益田ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-11，ごみの収集内訳を図 2-21，ごみ

の処理内訳を図 2-22 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 21,741t であった。その内、

15,357t(70.7％)は直接焼却され、4,858t(22.3％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、1,526t(7.0％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 4,814t(22.1％)がごみから分別・資源化された。集団回収量を含める

と 5,507t が資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 71.6％，不燃ごみ 7.5％，資源ごみ 18.8％，粗大ごみ 2.1％

であった。 

 

 表2-11 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

71.6%

7.5%

18.8%

2.1%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

 

図2-21 ごみの収集内訳 

 

7.0%

22.3%

70.7%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-22 ごみの処理内訳 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

 

    (単位：ｔ） 

益田ブロック 平成14年度 

計画収集量 20,322 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

14,557 

1,519 

3,813 

0 

433 

 

直 接 搬 入 量 1,300  

自 家 処 理 量 477  

総 排 出 量 22,099  

集 団 回 収 量 693  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

15,357 

4,858 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

1,526 

910 

19 

 

 資 源 化 4,814  

処 理 合 計 21,741  

資 源 化 率 (％) 22.1  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 821 
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＜島後ブロック＞ 

当ブロックのごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-12，ごみの収集内訳を図 2-23，ごみ

の処理内訳を図 2-24 に示す。 

平成 14 年度に当ブロック内で処理されたごみ量は 7,997t であった。その内、

6,661t(83.3％)は直接焼却され、1,038t(13.0％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行

われ、298t(3.7％)は直接埋立てられた。 

当ブロック全体で 438t(5.5％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 89.9％，不燃ごみ 5.5％，資源ごみ 4.0％，粗大ごみ 0.6％

であった。 

 

 表2-12 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

4.0%

5.5%

0.6%

89.9%
可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ
粗大ごみ

 

図2-23 ごみの収集内訳 

 

83.3%

3.7%

13.0%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-24 ごみの処理内訳 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ） 

島後ブロック 平成14年度 

計画収集量 3,573 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

3,213 

195 

143 

0 

22 

 

直 接 搬 入 量 4,424  

自 家 処 理 量 0  

総 排 出 量 7,997  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

6,661 

1,038 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

298 

969 

384 

 

 資 源 化 438  

処 理 合 計 7,997  

資 源 化 率 (％) 5.5  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 1,218 
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＜海士町＞ 

当町のごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-13，ごみの収集内訳を図 2-25，ごみの処理

内訳を図 2-26 に示す。 

平成 14 年度に当町で処理されたごみ量は 907t であった。その内、685t(75.5％)は直接

焼却され、129t(14.2％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行われ、93t(10.3％)は直接

埋立てられた。 

当町で 86t(9.5％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 93.3％，不燃ごみ 0.7％，資源ごみ 6.0％であった。 

 

 表2-13 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

0.7%

6.0%

93.3%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

 

図2-25 ごみの収集内訳 

 

14.2%

10.3%

75.5%
焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-26 ごみの処理内訳 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ) 

海士町 平成14年度 

計画収集量 433 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

404 

3 

26 

0 

0 

 

直 接 搬 入 量 448  

自 家 処 理 量 28  

総 排 出 量 909  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

685 

129 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

93 

113 

30 

 

 資 源 化 86  

処 理 合 計 907  

資 源 化 率 (％) 9.5  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 941 
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＜西ノ島町＞ 

当町のごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-14，ごみの収集内訳を図 2-27，ごみの処理

内訳を図 2-28 に示す。 

平成 14 年度に当町で処理されたごみ量は 1,870t であった。その内、1,482t(79.3％)は

直接焼却され、34t(1.8％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行われ、354t(18.9％)は

直接埋立てられた。 

当町で 17t(0.9％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 91.7％，不燃ごみ 4.5％，資源ごみ 1.4％，粗大ごみ 2.4％

であった。 

 

 表2-14 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

91.7%

2.4%1.4%

4.5%

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ資源ごみ

 

図2-27 ごみの収集内訳 

 

1.8%

18.9%

79.3%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-28 ごみの処理内訳 
  

 

 
 
注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ) 

西ノ島町 平成14年度 

計画収集量 1,189 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

1,091 

53 

17 

0 

28 

 

直 接 搬 入 量 588  

自 家 処 理 量 0  

総 排 出 量 1,777  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

1,482 

34 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

354 

144 

0 

 

 資 源 化 17  

処 理 合 計 1,870  

資 源 化 率 (％) 0.9  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 
(ｇ) 1,302 
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＜知夫村＞ 

当村のごみ収集並びにごみ処理の内訳を表 2-15，ごみの収集内訳を図 2-29，ごみの処理

内訳を図 2-30 に示す。 

平成 14 年度に当村で処理されたごみ量は 194t であった。その内、121t(62.4％)は直接

焼却され、16t(8.2％)は破砕・圧縮等焼却以外の中間処理が行われ、57t(29.4％)は直接埋

立てられた。 

当村で 8t(4.1％)がごみから分別･資源化された。 

ごみの収集内訳は、可燃ごみ 75.0％，不燃ごみ 7.1％，資源ごみ 5.1％，粗大ごみ 12.8％

であった。 

 

 表2-15 ごみ収集並びにごみ処理の内訳  

12.8%

5.1%

7.1%

75.0%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

 

図2-29 ごみの収集内訳 

 

29.4%

8.2%

62.4%

焼却

直接埋立

焼却以外

 

図2-30 ごみの処理内訳 
  

 

 

 

注）ごみの資源化率（％）＝資源化量／処理合

計×100 

処理合計＝焼却＋焼却以外＋直接埋立 

    (単位：ｔ) 

知夫村 平成14年度 

計画収集量 156 

収 

集 

内 

訳 

可 燃 ご み 

不 燃 ご み 

資 源 ご み 

そ の 他 

粗 大 ご み 

117 

11 

8 

0 

20 

 

直 接 搬 入 量 38  

自 家 処 理 量 0  

総 排 出 量 194  

集 団 回 収 量 0  

 中 

処 間 

焼 却 

焼 却 以 外 

121 

16 

 

理 

内 

訳 

最

終

処

分 

直 接 埋 立 

焼 却 残 渣 

破 砕 圧 縮 

57 

11 

8 

 

 資 源 化 8  

処 理 合 計 194  

資 源 化 率 (％) 4.1  

1人1日当たり     

ごみ総排出量 (ｇ) 676 
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３．ごみ処理施設の状況 

（１）全県の状況 

平成 14 年度末現在における県内のごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-1，2 に

示す。 

県内の焼却施設数（ごみ燃料化施設を含む）は 14 施設(処理能力 944.6ｔ/日)である。 

可燃ごみを焼却施設まで搬入するための中継施設数は2施設，資源化等施設数は28施設，

粗大ごみ処理施設数は 8 施設，保管施設数は 15 施設である。 

埋立中の最終処分場は 37 施設あり、処理能力（全体容量）は 2,183,211ｍ3，残余容量は

1,033,397ｍ3となっている。 

 

 

表3-1 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 14 944.6 － 

中 継 施 設 2 60 － 

資 源 化 等 の 施 設 28 344.97 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 8 169 － 

保 管 施 設 15 11,542 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 37 2,183,211 (m3) 1,033,397 (m3) 

※1 平田市、佐田町、宍道町斐川町環境衛生組合、飯石郡町村事務組合、赤来町頓原町環境衛生組合、大田市外 2

町広域行政組合の焼却施設は、平成 14 年 11 月までの稼働であり、12 月以降は稼働していない。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

表3-2 焼却施設の状況 

種   類 焼    却 
ガス化溶融 

（キルン式） 
合 計 

炉 型 式 全連続 准連続 バッチ式 全連続 

ごみ燃料化 

合 計 

施 設 数 3 2 7 1 1 14 

規模（t/日） 410 127 159.6 218 30 944.6 

 



23 

（２）各地区の状況 

＜松江地区＞ 

①松江ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-3，4 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 2 施設(処理能力 312.5ｔ/日)で、共に全連続運転による

焼却を行っている。 

資源化等施設数は 9 施設，保管施設数は 4 施設である。 

埋立中の最終処分場は 10 施設あり、処理能力（全体容量）は 919,452ｍ3，残余容量は

297,653ｍ3となっている。 

 

表3-3 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 2 312.5 － 

資 源 化 等 の 施 設 9 175 － 

保 管 施 設 4 7,942 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 10 919,452 (m3) 297,653 (m3) 

※1 宍道町斐川町環境衛生組合の焼却施設は、平成 14 年 11 月までの稼働であり、12 月以降は稼働していない。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-4 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

南 工 場 112.5 焼却 全連続 
松 江 地 区 

広 域 行 政 組 合 
北 工 場 200 焼却 全連続 
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②安来ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-5，6 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 52ｔ/日)で、准連続運転による焼却を行

っている。 

資源化等施設数は 2 施設，粗大ごみ処理施設数は 1 施設である。 

埋立中の最終処分場は 3 施設あり、処理能力（全体容量）は 99,304ｍ3，残余容量は 63,233

ｍ3となっている。 

 

 

表3-5 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 52 － 

資 源 化 等 の 施 設 2 20 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 1 20 － 

最 終 処 分 場 3 99,304 (m3) 63,233 (m3) 

 

 

 

表3-6 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

安 来 能 義 

広 域 行 政 組 合 
清瀬クリーンセンター 52 焼却 准連続 
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＜出雲地区＞ 

①仁多横田ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-7，8 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 20ｔ/日)で、バッチ式運転による焼却を

行っている。 

粗大ごみ処理施設数は 1 施設，保管施設数は 1 施設である。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 31,360ｍ3，残余容量は 23,883

ｍ3となっている。 

 

 

表3-7 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 20 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 1 7 － 

保 管 施 設 1 164 (t/年度)※ － 

最 終 処 分 場 1 31,360 (m3) 23,883 (m3) 

※保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-8 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

仁 多 町 横 田 町 

広 域 事 務 組 合 

仁 多 可 燃 物 

処 理 セ ン タ ー 
20 焼却 バッチ式 
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②加茂ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-9，10 に示す。 

当ブロックでは、ごみ燃料化施設で可燃ごみ処理を行っている。 

資源化等施設数は 4 施設，保管施設数は 1 施設である。 

埋立中の最終処分場は 4 施設あり、処理能力（全体容量）は 64,700ｍ3，残余容量は 23,911

ｍ3となっている。 

 

 

表3-9 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 1 30 － 

資 源 化 等 の 施 設 4 16.2 － 

保 管 施 設 1 442 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 4 64,700 (m3) 23,911 (m3) 

※1 ここでのごみ焼却施設は、ごみ燃料化施設のことである。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-10 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 

加茂町外三町清掃組合 雲南エネルギーセンター 30 ごみ燃料化 
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③飯石ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と中継施設の状況を表 3-11，12 示す。 

当ブロックの可燃ごみ処理は、いいしクリーンセンター(中継施設)において、圧縮・梱

包処理後、出雲エネルギーセンターへ搬出している。 

資源化等施設数は 1 施設，保管施設数は 2 施設である。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 14,525ｍ3，残余容量は 1,041

ｍ3となっている。 

 

 

表3-11 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 0 0 － 

中 継 施 設 1 15 － 

資 源 化 等 の 施 設 1 12 － 

保 管 施 設 2 125 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 1 14,525 (m3) 1,041 (m3) 

※1 飯石郡町村事務組合、赤来町頓原町環境衛生組合の焼却施設は、平成 14 年 11 月までの稼働であり、12 月以降

は稼働していない。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-12 中継施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
処理内容 

飯 石 郡 町 村 事 務 組 合 いいしクリーンセンター 15 圧縮・梱包 
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④出雲ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-13，14 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 2 施設(処理能力 293ｔ/日)で、全連続運転によるガス化

溶融(キルン式)及び准連続運転による焼却が行われている。 

資源化等施設数は 2 施設，粗大ごみ処理施設数は 3 施設，保管施設数は 2 施設である。 

埋立中の最終処分場は 4 施設あり、処理能力（全体容量）は 528,231ｍ3，残余容量は

410,983ｍ3となっている。 

 

 

表3-13 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 2 293 － 

資 源 化 等 の 施 設 2 75 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 3 83 － 

保 管 施 設 2 800 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 4 528,231 (m3) 410,983 (m3) 

※1 平田市、佐田町の焼却施設は、平成 14 年 11 月までの稼働であり、12 月以降は稼働していない。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-14 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

神 西 清 掃 工 場 75 焼却 准連続 
出 雲 市 外 6 市 町 

広 域 事 務 組 合 出 雲 

エネルギーセンター 
218 

ガス化溶融 

（キルン式） 
全連続 
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＜浜田地区＞ 

①大田ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と中継施設の状況を表 3-15，16 示す。 

当ブロックの可燃ごみ処理は、一般廃棄物運搬中継・中間処理施設(中継施設)において、

圧縮・梱包処理後、出雲エネルギーセンターへ搬出している。 

資源化等施設数は 3 施設，粗大ごみ処理施設数は 1 施設，保管施設数は 2 施設である。 

埋立中の最終処分場は 3 施設あり、処理能力（全体容量）は 112,648ｍ3，残余容量は 42,259

ｍ3となっている。 

 

 

表3-15 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 ※ 1 0 0 － 

中 継 施 設 1 45 － 

資 源 化 等 の 施 設 3 11 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 1 25 － 

保 管 施 設 2 107 (t/年度)※2 － 

最 終 処 分 場 3 112,648 (m3) 42,259 (m3) 

※1 大田市外 2 町広域行政組合の焼却施設は、平成 14 年 11 月までの稼働であり、12 月以降は稼働していない。 

※2 保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-16 中継施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
処理内容 

大 田 市 外 2 町 

広 域 行 政 組 合 

一 般 廃 棄 物 運 搬 

中 継 ・ 中 間 処 理 施 設 
45 圧縮・梱包 
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②邑智ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-17，18 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 12ｔ/日)で、バッチ式運転による焼却を

行っている。 

資源化等施設数は 1 施設，保管施設数は 1 施設である。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 14,300ｍ3，残余容量は 11,500

ｍ3となっている。 

 

 

表3-17 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 12 － 

資 源 化 等 の 施 設 1 5 － 

保 管 施 設 1 1,536 (t/年度)※ － 

最 終 処 分 場 1 14,300 (m3) 11,500 (m3) 

※保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-18 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

邑 智 郡 町 村 

総 合 事 務 組 合 

笹 畑 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 

ごみ焼却処理施設 
12 焼却 バッチ式 
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③浜田ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-19，20 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 84ｔ/日)で、バッチ式運転による焼却を

行っている。 

資源化等施設数は 2 施設，粗大ごみ処理施設数は 2 施設である。 

埋立中の最終処分場は 3 施設あり、処理能力（全体容量）は 136,200ｍ3，残余容量は 39,357

ｍ3となっている。 

 

 

表3-19 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 84 － 

資 源 化 等 の 施 設 2 10.77 － 

粗 大 ご み 処 理 施 設 2 34 － 

最 終 処 分 場 3 136,200 (m3) 39,357 (m3) 

 

 

 

表3-20 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

浜田地区広域行政組合 浜田清掃第一処理場 84 焼却 バッチ式 
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④益田ブロック 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-21，22 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 97.5ｔ/日)で、全連続運転による焼却を

行っている。 

資源化等施設数は 2 施設，保管施設数は 2 施設である。 

埋立中の最終処分場は 2 施設あり、処理能力（全体容量）は 153,771ｍ3，残余容量は 22,018

ｍ3となっている。 

 

 

表3-21 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 97.5 － 

資 源 化 等 の 施 設 2 17 － 

保 管 施 設 2 375 (t/年度)※ － 

最 終 処 分 場 2 153,771 (m3) 22,018 (m3) 

※保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-22 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

益田地区広域市町村圏

事 務 組 合 
益 田 清 掃 工 場 97.5 焼却 全連続 
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＜島後ブロック＞ 

当ブロックのごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-23，24 に示す。 

当ブロックのごみ焼却施設数は 1 施設(処理能力 25ｔ/日)で、バッチ式運転による焼却を

行っている。 

資源化等施設数は 1 施設ある。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 80,000ｍ3，残余容量は 76,529

ｍ3となっている。 

 

 

表3-23 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 25 － 

資 源 化 等 の 施 設 1 2 － 

最 終 処 分 場 1 80,000 (m3) 76,529 (m3) 

 

 

 

表3-24 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

島 後 町 村 組 合 島後清掃センター 25 焼却 バッチ式 
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＜海士町＞ 

当町のごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-25，26 に示す。 

当町のごみ焼却施設数は 1 施設（処理能力 7t/日）で、バッチ式運転による焼却を行って

いる。 

資源化等施設数は 1 施設，保管施設数は 1 施設である。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 12,000ｍ3，残余容量は 10,203

ｍ3となっている。 

 

 

表3-25 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 7 － 

資 源 化 等 の 施 設 1 1 － 

保 管 施 設 1 51 (t/年度)※ － 

最 終 処 分 場 1 12,000 (m3) 10,203 (m3) 

※保管施設の処理能力は、平成 14 年度保管量である。 

 

 

 

表3-26 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

海 士 町 海士町清掃センター 7 焼却 バッチ式 
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＜西ノ島町＞ 

当町のごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-27，28 に示す。 

当町のごみ焼却施設数は 1 施設（処理能力 10t/日）で、バッチ式運転による焼却を行っ

ている。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 13,000ｍ3，残余容量は 10,557

ｍ3となっている。 

 

 

表3-27 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 10 － 

最 終 処 分 場 1 13,000 (m3) 10,557 (m3) 

 

 

 

表3-28 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

西 ノ 島 町 清 美 苑 10 焼却 バッチ式 
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＜知夫村＞ 

当村のごみ処理施設の状況と焼却施設の状況を表 3-29，30 に示す。 

当村のごみ焼却施設数は 1 施設（処理能力 1.6t/日）で、バッチ式運転による焼却を行っ

ている。 

埋立中の最終処分場は 1 施設あり、処理能力（全体容量）は 3,720ｍ3，残余容量は 270

ｍ3となっている。 

 

 

表3-29 ごみ処理施設の状況 

施設 施設数 処理能力(t/日) 残余容量 

ご み 焼 却 施 設 1 1.6 － 

最 終 処 分 場 1 3,720 (m3) 270 (m3) 

 

 

 

表3-30 焼却施設の状況 

自治体名 施設名称 
処理能力 

(t/日) 
種類 炉型式 

知 夫 村 知 夫 村 焼 却 場 1.6 焼却 バッチ式 
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 ４．ごみ減量化・資源化状況 

（１）全県の状況 

県内における資源化の状況を表 4-1，市町村による資源化の内訳を図 4-1，集団回収の内

訳を図 4-2 に示す。 

平成 14 年度に市町村が資源化したごみ量は 44,708t であった。その内、紙類が

25,656t(57.4％)で最も多く、次に、金属類 8,414t(18.8％)，その他 4,634t(10.4％)であ

った。 

また、集団回収により集められたごみ量は 2,754t であり、紙類が 2,461t(89.4％)とほと

んどを占めた。 

 

表4-1 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 25,656 8,414 3,203 327 1,830 644 4,634 44,708 

集団回収 2,461 35 177 0 0 81 0 2,754 

 

 

 

紙類
57.4%

その他
10.4%

金属類
18.8%

ガラス
類

7.2%

PET
0.7%

ﾌﾟﾗ類
4.1%

布類
1.4%

    

紙類

89.4%

金属類
1.3%

布類

2.9%

ガラス

類

6.4%

 

  図4-1 市町村による資源化の内訳       図4-2 集団回収の内訳 
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（２）ブロック別の状況 

＜松江ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-2，市町村による資源化の内訳を図 4-3，集団回

収の内訳を図 4-4 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 12,248t であった。その内、紙

類が 8,705t(71.2％)で最も多く、次に、金属類 1,300t(10.6％)，その他 897t(7.3％)であ

った。 

また、集団回収により集められたごみ量は 746t であり、紙類が 705t(94.6％)とほとんど

を占めた。 

 

表4-2 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 8,705 1,300 321 50 468 507 897 12,248 

集団回収 705 7 30 0 0 4 0 746 

 

 

 

その他
7.3%布類

4.1%ﾌﾟﾗ類
3.8%

PET
0.4%

ガラス
類

2.6%

金属類
10.6% 紙類

71.2%

   

紙類
94.6%

金属類
0.9%

布類
0.5%

ガラス
類

4.0%

 

  図4-3 市町村による資源化の内訳       図4-4 集団回収の内訳 
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＜安来ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-3，市町村による資源化の内訳を図 4-5，集団回

収の内訳を図 4-6 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 2,308t であった。その内、紙

類が 1,118t(48.3％)で最も多く、次に金属類 412t(17.9％)，ガラス類 324t(14.0％)であっ

た。 

また、集団回収により集められたごみ量は 263t であり、紙類が 205t(77.9％)とほとんど

を占めた。 

 

表4-3 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 1,118 412 324 71 295 22 66 2,308 

集団回収 205 2 37 0 0 19 0 263 

 

 

 

紙類
48.3%

金属類
17.9%

ガラス
類

14.0%

PET
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その他
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  図4-5 市町村による資源化の内訳       図4-6 集団回収の内訳 
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＜仁多横田ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-4，市町村による資源化の内訳を図 4-7 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 630t であった。その内、紙類

が 444t(70.5％)で最も多く、次に金属類 165t(26.2％)，布類 21t(3.3％)であった。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-4 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 444 165 0 0 0 21 0 630 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

 

 

紙類
70.5%

金属類
26.2%

布類
3.3%

  

図4-7 市町村による資源化の内訳 
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＜加茂ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-5，市町村による資源化の内訳を図 4-8，集団回

収の内訳を図 4-9 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 4,067t であった。その内、そ

の他が 2,862t(70.4％)で最も多く、次に金属類 536t(13.2％)，紙類 497t(12.2％)であった。 

なお、その他の大半は、ごみ燃料化施設からの固形燃料である。 

また、集団回収により集められたごみ量は 263t であり、紙類が 241t(91.6％)とほとんど

を占めた。 

 

表4-5 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 497 536 0 0 172 0 2,862 4,067 

集団回収 241 0 0 0 0 22 0 263 

 

 

 

金属類
13.2%

その他
70.4%

ﾌﾟﾗ類
4.2%

紙類
12.2%

  

布類
8.4%

紙類
91.6%

 

   図4-8 市町村による資源化の内訳     図4-9 集団回収の内訳 
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＜飯石ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-6，市町村による資源化の内訳を図 4-10，集団

回収の内訳を図 4-11 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 289t であり、すべて金属類で

あった。 

また、集団回収により集められたごみ量は 51t であり、すべて紙類であった。 

 

表4-6 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 0 289 0 0 0 0 0 289 

集団回収 51 0 0 0 0 0 0 51 

 

 

 

金属類
100.0%

  

紙類
100.0%

 

  図4-10 市町村による資源化の内訳     図4-11 集団回収の内訳 
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＜出雲ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-7，市町村による資源化の内訳を図 4-12，集団

回収の内訳を図 4-13 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 10,351t であった。その内、紙

類が 7,302t(70.6％)で最も多く、次に金属類 2,202t(21.3％)，ガラス類 707t(6.8％)であ

った。 

また、集団回収により集められたごみ量は 319t であり、紙類が 314t(98.4％)とほとんど

を占めた。 

 

表4-7 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 7,302 2,202 707 0 0 22 118 10,351 

集団回収 314 5 0 0 0 0 0 319 

 

 

 

紙類
70.6%

その他
1.1%

金属類
21.3%

ガラス
類

6.8%

布類
0.2%

  

紙類
98.4%

金属類
1.6%

 

  図4-12 市町村による資源化の内訳     図4-13 集団回収の内訳 
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＜大田ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-8，市町村による資源化の内訳を図 4-14，集団

回収の内訳を図 4-15 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 1,538t であった。その内、金

属類が 665t(43.2％)で最も多く、次に紙類 646t(42.0％),ガラス類 123t(8.0％)であった。 

また、集団回収により集められたごみ量は 419t であり、紙類が 396t(94.5％)とほとんど

を占めた。 

 

表4-8 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 646 665 123 24 16 54 10 1,538 

集団回収 396 1 0 0 0 22 0 419 

 

 

 

その他
0.7%

PET
1.6%

ﾌﾟﾗ類
1.0%

布類
3.5%

ガラス
類

8.0%

紙類
42.0%

金属類
43.2%

  

紙類

94.5%

布類

5.3%金属類

0.2%

 

  図4-14 市町村による資源化の内訳     図4-15 集団回収の内訳 
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＜邑智ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-9，市町村による資源化の内訳を図 4-16 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 1,536t であった。その内、紙

類が 1,010t(65.7％)で最も多く、次に金属類 295t(19.2％),ガラス類 213t(13.9％)であっ

た。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-9 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 1,010 295 213 0 0 0 18 1,536 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

 

紙類
65.7%

金属類
19.2%

その他
1.2%

ガラス
類

13.9%

 

図 4-16 市町村による資源化の内訳 
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＜浜田ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-10，市町村による資源化の内訳を図 4-17 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 6,378t であった。その内、紙

類が 3,478t(54.5％)で最も多く、次に金属類 1,587t(24.9％),ガラス類 668t(10.5％)であ

った。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-10 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 3,478 1,587 668 47 574 0 24 6,378 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

 

その他
0.4%

ﾌﾟﾗ類
9.0%PET

0.7%

ガラス
類

10.5%

金属類
24.9%

紙類
54.5%

  

図4-17 市町村による資源化の内訳 
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＜益田ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-11，市町村による資源化の内訳を図 4-18，集団

回収の内訳を図 4-19 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 4,814t であった。その内、紙

類が 2,439t(50.6％)で最も多く、次にガラス類 745t(15.5％)，その他 639t(13.3％)であっ

た。 

また、集団回収により集められたごみ量は 693t であり、紙類 549t(79.2％)とほとんどを

占めた。 

 

表4-11 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 2,439 549 745 119 305 18 639 4,814 

集団回収 549 20 110 0 0 14 0 693 

 

 

 

その他
13.3%

金属類
11.4%

ガラス
類

15.5%

PET
2.5%

ﾌﾟﾗ類
6.3%

布類
0.4%

紙類
50.6%

  

紙類
79.2%

金属類
2.9%

ガラス
類

15.9%

布類
2.0%

 

  図4-18 市町村による資源化の内訳     図4-19 集団回収の内訳 
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＜島後ブロック＞ 

当ブロックにおける資源化の状況を表 4-12，市町村による資源化の内訳を図 4-20 に示す。 

平成 14 年度に当ブロックの市町村が資源化したごみ量は 438t であった。その内、金属

類が 337t(76.9％)で最も多く、次にガラス類 68t(15.5％)，紙類 17t(3.9％)であった。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-12 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 17 337 68 16 0 0 0 438 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

 

 

紙類
3.9%

PET
3.7%

ガラス
類

15.5%

金属類
76.9%

 

図4-20 市町村による資源化の内訳 
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＜海士町＞ 

平成 14 年度に当町が資源化したごみ量は 86t であり、その内訳は金属類 68ｔ，ガラス類

18t であった。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-13 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 0 68 18 0 0 0 0 86 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

 

 

   

＜西ノ島町＞ 

平成 14 年度に当町が資源化したごみ量は 17t であり、その内訳は金属類 6t，ガラス類

11t であった。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-14 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 0 6 11 0 0 0 0 17 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

 

 

   

＜知夫村＞ 

平成 14 年度に当村が資源化したごみ量は 8t であり、その内訳は金属類 3t，ガラス類 5t

であった。 

集団回収は行われていない。 

 

表4-15 資源化の状況 

区 分 紙類 金属類 ガラス類 PET ﾌﾟﾗ類 布類 その他 
計 

(t/年) 

市町村 0 3 5 0 0 0 0 8 

集団回収 0 0 0 0 0 0 0 0 
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５．廃棄物減量化に対する施策、住民支援措置 

平成 15 年度ごみの減量化・再生利用の促進に関する事業について、表 5-1～2，可燃・不

燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(生活系，事業系)について表 5-3～7，生ごみ処理機等の

購入に対する助成について表 5-8～10，事業予定額の内訳(市町村)について図 5-1 に示す。 

市町村の廃棄物減量化に対する施策として、パンフレットの作成，廃棄物減量化等協議

会開催，イベントの開催及び不法投棄防止関連事業が多く行われている。 

住民支援措置としては、資源ごみ団体回収への助成及び生ごみ堆肥化装置の設置補助を

多くの市町村が行っており、全体の約 40%を占める。 

組合では、平成 15 年度ごみの減量化・再生利用の促進に関する事業を行っている組合数

は少なく、市町村主体で取り組まれていることが伺える。 

 

 

施設見学
0.1%

分別収集袋
2.5%

ステーション設置補
助金
5.0%

副読本作成
2.5%

分別収集普及啓発
0.2%

不法投棄防止関連事
業

10.0%

イベントの開催
2.9%

廃棄物減量化等協議
会開催
2.4%

ビデオ作成
0.2%

資源ごみ収集団体へ
の助成
22.2%

生ごみ処理装置購入
助成
20.5%

生ごみ肥料化容器用
ＥＭ菌ボカシの無料

配布
0.5%

エコショップ開設
4.7%

生ごみ処理モデル事
業

0.1%

パンフレット作成
26.2%

 
注)：生ごみ堆肥化装置の設置補助額は実績。 

図5-1 平成15年度ごみの減量化・再生利用の促進に関する事業予定額の内訳(市町村) 
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表5-1 平成15年度ごみの減量化・再生利用の促進に関する事業(市町村) 

事 業 類 型 事 業 名 市 町 村 数 当初予算額(千円) 

パンフレット作成 27 22,443 

ビデオ作成 2 200 
啓発資料 

作成等 

副読本作成 2 2,138 

リサイクルバザーの開催 5 28 

イベントの開催 20 2,498 

施設見学 1 100 

イベント等の

開催 

エコショップの開設 1 4,000 

廃棄物減量化等協議会開催 10 2,053 

資源ごみ団体回収への助成 16 19,020 

生ごみ処理モデル事業 1 80 

資源ごみ回収機器の貸出 3 0 

ごみ減量化に

関する助成 

生ごみ堆肥化装置の設置助成 38 17,562 

啓発事業等 不法投棄防止事業 19 8,568 

分別収集袋作成･配布 1 2,110 

ステーション設置補助金 3 4,330 

生ごみ肥料化容器用ＥＭ菌 

ボカシの無料配布 1 426 

分別収集 

促進事業 

分別収集普及啓発 1 192 

注)：生ごみ堆肥化装置の設置補助額は実績。 

 

表5-2 平成15年度ごみの減量化・再生利用の促進に関する事業(組合) 

事 業 類 型 事 業 名 組 合 数 当初予算費(千円) 

啓発資料 

作成等 パンフレット作成 2 3,300 

イベント等の

開催 イベントの開催 1 1,600 

ごみ減量化に

関する助成 廃棄物減量化等協議会開催 1 100 

分別収集 

推進事業 分別収集袋作成・配布 1 8,647 
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表5-3 可燃・不燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(生活系) 
平成 15 年度 

値  段 区分 

市町村 
ごみ区分 色 容  量 

１枚あたり 
材  質 

可燃 半透明(白) 20/30/45  炭ｶﾙ 10%入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(緑) 30/45  低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

松江市 

資源 透明 30/45  低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

浜田市 可燃 

〃 

〃 

緑 

〃 

青 

800×700mm 

650×550mm 

500×400mm 

約 16.6 円 

約 13.3 円 

6 円 

無公害性指向ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

〃 

可燃 半透明(白) 25/45 20/40 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明(黄･赤) 25/45 20/40 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

出雲市 

資源 透明 25/45 5/10 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

益田市 可燃 

〃 

半透明(茶) 

〃 

800×600/420mm 

600×400mm 

15 円 

11 円 

無公害性指向ﾎﾟﾘ中低圧加工品(活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入) 

〃 

可燃 半透明(青) 45 15.5 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 安来市 

不燃・資源 透明 15/30/45 10/15/16.5 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

江津市 可燃・不燃 黄 15/30/45 15/20/30 円 高密度ﾎﾟﾘ袋(活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ) 

可燃 

〃  

半透明(白) 

〃 

800×650×0.04mm 

600×500×0.04mm 

40 円 

30 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

平田市 

不燃(ﾌﾟﾗ) 

不燃(金物) 

透明 

〃 

800×650×0.02mm 

800×650×0.05mm 

40 円 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 半透明(茶) 20/30 36/54 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ 3%配合高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 鹿島町 

資源 透明 30/45 15/22 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 30 50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ入り) 

不燃 半透明(黄･青) 30 50 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

島根町 

資源 透明 45 50 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 15/30 30/60 円 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 美保関町 

不燃・資源 透明 35 20 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(黄) 30/45 40/60 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 東出雲町 

不燃・資源 透明 45 60 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(黄) 30 52 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 八雲村 

不燃・資源 透明 30/45 31/52 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 白 25/30 115/138 円 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 20/40 20/35 円 ﾋﾞﾆｰﾙ 

玉湯町 

資源 透明 30/45 20/35 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃(大) 

〃 (小) 

半透明(白) 

半透明(黄) 

45 

20 

40 円 

20 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

宍道町 

不燃・資源 透明 20/45 50/100 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 20/35 16/21 円 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 35 21 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

八束町 

資源 透明 35/45 21 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 800×680mm 60 円 炭酸ｶﾙｼｳﾑ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 広瀬町 

不燃・資源 半透明 800×600mm 60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃 

半透明(黄) 

〃 

800×650mm 

600×450mm 

55 円 

45 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り) 

〃 

伯太町 

不燃 

〃 

透明 

〃 

800×650mm 

600×450mm 

55 円 

45 円 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 半透明 800×650mm 10.7 円 炭酸ｶﾙｼｳﾑ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明(赤) 800×650mm 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

仁多町 

資源 透明(青) 800×650mm 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 30/45 10.7 円 炭酸ｶﾙｼｳﾑ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明(赤) 45 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

横田町 

資源 透明(青) 45 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

大東町 可燃 半透明(黄) 20/40 29.4/42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃(平型) 半透明(黄) 20/40 26/38 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 加茂町 

〃(手さげ型) 〃 〃 28/40 円 〃 

木次町 可燃(封筒型) 

〃(買物袋型) 

半透明(茶) 

〃 

20/40 

〃 

27.3/39.9 円 

29.4/42 円 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ抑制剤配合ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 
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表5-4 可燃・不燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(生活系) 
平成 15 年度 

値  段 区分 

市町村 
ごみ区分 色 容  量 

１枚あたり 
材  質 

可燃 茶 900×550mm 29.4 円 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ抑制剤配合ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 〃 750×550mm 42 円 〃 

三刀屋町 

不燃(大) 

〃 (小) 

透明 

〃 

800×600mm 

600×400mm 

52.5 円 

31.5 円 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

吉田村 可燃 半透明(黄) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

掛合町 可燃 半透明(茶) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 42 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 42 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

頓原町 可燃 半透明(黄) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

赤来町 可燃 半透明(橙) 45 63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り炭酸ｶﾙﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り炭酸ｶﾙﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り炭酸ｶﾙﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃 

白・赤 

〃 

600×500mm 

800×650mm 

20 円 

40 円 

 斐川町 

不燃 

〃 

透明 

〃 

600×500mm 

800×650mm 

20 円 

30 円 

 

可燃(大) 

〃 (小) 

白 

〃 

850×500×150 ㎜ 

550×400×120 ㎜ 

50 円 

30 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

不燃 半透明(緑･赤) 850×500×200 ㎜ 50 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

佐田町 

資源 透明・半透明(青) 850×500×200 ㎜ 20 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 800×650mm 34.4 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 多伎町 

資源 透明 800×500mm 34.4 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃 

半透明(白) 

シール(白) 

20/40 

 

30/50 円 

50 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 

不燃 

〃 

破砕(黄)･埋立(赤) 

シール(黄･赤) 

40 

 

50 円 

50 円 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 

湖陵町 

資源 透明 40 20 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃  

〃 

半透明(白) 

〃 

シール 

800×650 ㎜ 

600×500 ㎜ 

 

40 円 

20 円 

40 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

 

不燃 透明 700×550 ㎜ 50 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

大社町 

資源 透明 800×650 ㎜ 無料 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明 30 49 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 温泉津町 

資源 半透明 20/30 29/39 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 45 50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 仁摩町 

資源 透明(赤･青･緑) 45 50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

川本町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

邑智町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

大和村 

資源(ﾋﾞﾝ) 

資源(ｶﾝ) 

半透明(白) 

〃 

25

45 

15 円 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

羽須美村 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

瑞穂町 

資源 半透明(白) 25/45  15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 



54 

表5-5 可燃・不燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(生活系) 
平成 15 年度 

値  段 区分 

市町村 
ごみ区分 色 容  量 

１枚あたり 
材  質 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

石見町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(黄) 30/45 80/100 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 桜江町 

不燃 シール  50 円  

可燃 茶 620×500 ㎜ 50 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 

〃 

透明 

シール 

900×600 ㎜ 50 円 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

金城町 

資源 半透明(缶・ﾋﾞﾝ)･(PET･ﾌﾟﾗ) 750×600 ㎜ 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(青) 830×550 ㎜ 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 830×610 ㎜ 87 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

旭町 

資源 半透明 830×550 ㎜ 64 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(青) 800×380/550×0.03 ㎜ 60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(黄) 800×380/550×0.04 ㎜ 60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

弥栄村 

資源 

〃 

〃 

半透明(桃) 

半透明(黄) 

半透明(緑) 

800×380/550×0.04 ㎜ 

700×500×0.06 ㎜ 

800×490/650×0.03 ㎜ 

60 円 

〃 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 

〃  

半透明 

〃 

700×500 ㎜ 

500×350 ㎜ 

80 円 

40 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

三隅町 

不燃・資源 

〃 

半透明 

〃 

800×500 ㎜ 

500×350 ㎜ 

30 円 

15 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 

〃  

半透明 

〃 

800×500/630 ㎜ 

600×450/500 ㎜ 

30 円 

24 円 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

美都町 

不燃 半透明 900×500 ㎜ 100 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 茶 12 25 円 再生紙 匹見町 

資源 透明 30 25 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 橙 20/45 30/50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 津和野町 

資源(容包ﾌﾟﾗ) 

  (商品ﾌﾟﾗ) 

  (缶・鉄) 

桃 

黄 

透明 

20/45

〃

〃 

30/50 円 

〃 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 30/45 9.9/12.5 円 中低圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 日原町 

資源 半透明 45 無料 中低圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃 

半透明(茶) 

〃 

800×600 ㎜ 

600×400 ㎜ 

45 円 

40 円 

ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

柿木村 

資源 半透明(白) 800×650 ㎜ 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

六日市町 可燃 

〃 

赤 

〃 

800×600 ㎜ 

650×500 ㎜ 

50 円 

33.3 円 

 

可燃・不燃 チケット 10 ㎏以内 80 円  西郷町 

資源 半透明(青) 850×800 ㎜ 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃・不燃 チケット 10 ㎏以内 80 円  布施村 

資源 半透明(青) 850×800 ㎜ 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃・不燃 チケット 10 ㎏以内 80 円  五箇村 

資源 半透明(青) 850×800 ㎜ 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃・不燃 チケット 10 ㎏以内 80 円  都万村 

資源 半透明(青) 850×800 ㎜ 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 茶 650×370 ㎜ 60 円 紙(塗料)  

不燃 チケット  60 円  

海士町 

資源 半透明(黄) 800×650 ㎜ 60 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(酸化鉄配合) 

西ノ島町 可燃・不燃 チケット 10 ㎏程度 71 円 ごみ袋,ダンボール箱 

可燃 

〃 

半透明(茶) 

〃 

600×400 ㎜ 

300/400×300 ㎜ 

70 円 

20/40 円 

活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り 

〃 

不燃 赤・緑  60/70/1,000 円  

知夫村 

資源 

〃 

半透明 

〃 

600×400 ㎜ 

400×300 ㎜ 

60 円 

30 円 

活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り 

〃 
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表5-6 可燃・不燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(事業系) 
平成 15 年度 

値段 区分 

市町村 
ごみ区分 色 容  量 

１枚あたり 
材  質 

可燃 半透明(白) 20/30/45  炭ｶﾙ 10%入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 松江市 

不燃 半透明(黄) 30/45  低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

浜田市 可燃･不燃･資源 黄 800×700mm 約 16.6 円 無公害性指向ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 45 100 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 出雲市 

不燃 透明(黄・赤) 45 100 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

益田市 可燃 半透明(黄) 800×600/420mm 30 円 無公害性指向ﾎﾟﾘ中低圧加工品(活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り) 

可燃 半透明(青) 45 15.5 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(シール) 安来市 

不燃・資源 透明 15/30/45 10/15/16.5 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(シール) 

江津市 可燃・不燃 黄 15/30/45 15/20/30 円 高密度ﾎﾟﾘ袋(活性ﾌｪﾛｷｻｲﾄ) 

可燃 半透明(黄) 800×650×0.04mm 100 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 平田市 

不燃(ﾌﾟﾗ) 

不燃(金物) 

半透明(黄) 

〃 

800×650×0.02mm 

800×650×0.05mm 

100 円 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 チケット(緑)  345 円  玉湯町 

不燃・資源 チケット(黄)  300 円  

可燃 半透明 20/35 16/21 円 水酸化ｱﾙﾐﾆｳﾑ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 35 21 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

八束町 

資源 透明 35/45 21 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 650×800mm 10.7 円 炭酸ｶﾙｼｳﾑ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明(赤) 650×800mm 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

仁多町 

資源 透明(青) 650×800mm 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 30/45 10.7 円 炭酸ｶﾙｼｳﾑ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明(赤) 45 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

横田町 

資源 透明(青) 45 14.8 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

大東町 可燃 半透明(黄) 20/40 29.4/42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

木次町 可燃(封筒型) 

〃(買い物袋型) 

半透明(茶) 

〃 

20/40

〃 

27.3/39.9 円 

29.4/42 円 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ抑制剤配合ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃(大) 

〃 (小) 

茶 

〃 

550×900mm 

550×750mm 

42 円 

29.4 円 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ抑制剤配合ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

三刀屋町 

不燃(大) 

〃 (小) 

透明 

〃 

600×800mm 

400×600mm 

52.5 円 

31.5 円 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

吉田村 可燃 半透明(黄) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 42 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入り高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

掛合町 可燃 半透明(茶) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

頓原町 可燃 半透明(黄) 30/45 42/63 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 不燃 半透明(青) 45 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 資源 半透明(緑) 45 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 茶 500×850×150 ㎜ 100 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(緑・赤) 500×850×200 ㎜ 50 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

佐田町 

資源 透明・半透明(青) 500×850×200 ㎜ 20 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 650×800mm 34.4 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 多伎町 

資源 透明 500×800mm 34.4 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃  

半透明(白) 

シール(白) 

20/40 30/50 円 

50 円 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 

不燃 

〃 

破砕(黄)・埋立(赤) 

シール(黄・赤)

40 

 

50 円 

50 円 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

 

湖陵町 

資源 透明 40 20 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 800×650mm 90 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 大社町 

不燃 半透明(白) 700×600mm 150 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明 30 49 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 温泉津町 

資源 半透明 20/30 29/39 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 45 50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 仁摩町 

資源 透明(赤･青･緑) 45 50 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

川本町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 
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表5-7 可燃・不燃ごみ等収集袋・容器の指定状況(事業系) 
平成 15 年度 

値  段 区分 

市町村 
ごみ区分 色 容  量 

１枚あたり 
材  質 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

邑智町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

大和村 

資源(ﾋﾞﾝ) 

資源(ｶﾝ) 

半透明(白) 

〃 

25

45 

15 円 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

羽須美村 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

瑞穂町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(白) 10/25/45 15/30/60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(白) 25 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

石見町 

資源 半透明(白) 25/45 15 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 茶 620×500 ㎜ 50 円 ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 

〃 

透明 

シール 

900×600 ㎜ 50 円 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

金城町 

資源 半透明(缶・ﾋﾞﾝ)･(PET･ﾌﾟﾗ) 750×600 ㎜ 30 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(青) 830×550 ㎜ 63 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 透明 830×610 ㎜ 87 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

旭町 

資源 半透明 830×550 ㎜ 64 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明(青) 800×380/550×0.03 ㎜ 60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

不燃 半透明(黄) 800×380/550×0.04 ㎜ 60 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

弥栄村 

資源 

〃 

〃 

半透明(桃) 

半透明(黄) 

半透明(緑) 

800×380/550×0.04 ㎜ 

700×500×0.06 ㎜ 

800×490/650×0.03 ㎜ 

60 円 

〃 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

可燃 茶 12 25 円 再生紙 匹見町 

資源 透明 30 25 円 低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 橙 900×700 ㎜ 130 円 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 津和野町 

資源(容包ﾌﾟﾗ) 

  (商品ﾌﾟﾗ) 

  (缶・鉄) 

桃 

黄 

透明 

20/45

〃

〃 

30/50 円 

〃 

〃 

高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

低密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 半透明 30/45 9.9/12.5 円 中低圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 日原町 

資源 半透明 45 無料 中低圧ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

可燃 

〃 

半透明(茶) 

〃 

800×600 ㎜ 

600×400 ㎜ 

45 円 

40 円 

ﾌｪﾛｷｻｲﾄ入りﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

〃 

柿木村 

資源 半透明(白) 800×650mm 無料 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ 

六日市町 可燃 赤 

〃 

800×600 ㎜ 

650×500 ㎜ 

50 円 

33.3 円 

 

可燃・不燃 チケット 100 ㎏以内 500 円  西郷町 

資源 チケット 〃 無料  

可燃・不燃 チケット 100 ㎏以内 500 円  布施村 

資源 チケット 〃 無料  

可燃・不燃 チケット 100 ㎏以内 500 円  五箇村 

資源 チケット 〃 無料  

可燃・不燃 チケット 100 ㎏以内 500 円  都万村 

資源 チケット 〃 無料  

可燃 茶 370×650 ㎜ 60 円 紙(塗料) 

不燃 チケット  60 円  

海士町 

資源 半透明(黄) 650×800 ㎜ 60 円 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ(酸化鉄配合) 

西ノ島町 可燃 チケット 10 ㎏程度 71 円 ごみ袋,ダンボール箱 
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表5-8 生ごみ処理機等の購入に対する助成(平成15年度) 

市町村名 補助基準 備   考 

松江市 補助率 1/3、上限 10 千円  

浜田市 
補助率 1/2、上限 3.5 千円 

補助率 1/2、上限 10 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

出雲市 補助率 1/2、上限 30 千円 
コンポスト(1 世帯当たり 2 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 2 基まで) 

益田市 補助率 1/3、上限 10 千円 コンポスト 

大田市 補助率 1/2、上限 3 千円 
コンポスト(1 世帯当たり 2 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 2 基まで) 

安来市 なし  

江津市 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

平田市 

補助率 1/2 

補助率 1/2、上限 16 千円 

補助率 1/2 

コンポスト(1 世帯当たり 1 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

ボカシ容器(1 世帯当たり 2 基まで) 

鹿島町 
上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円 

コンポスト(100以上のもの/1 世帯当たり 2 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

島根町 補助率 1/3、上限 20 千円  電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

美保関町 
補助率 1/2、上限 3.5 千円 

補助率 1/2、上限 15 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

東出雲町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 10 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

八雲村 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 15 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

玉湯町 なし  

宍道町 補助率 1/2、上限 10 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

八束町 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

広瀬町 なし  

伯太町 

補助率 1/2、上限 5 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円（1 基目） 

10 千円（2 基目） 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 2 基まで) 
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表5-9 生ごみ処理機等の購入に対する助成(平成15年度) 

市町村名 補助基準 備   考 

仁多町 補助率 1/2、上限 10 千円 電気式生ごみ処理機 

横田町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/2、上限 10 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

大東町 補助率 1/3、上限 10 千円 
コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

加茂町 補助率 1/3、上限 20 千円 生ごみ減量機器 

木次町 なし  

三刀屋町 なし   

吉田村 なし   

掛合町 なし   

頓原町 なし   

赤来町 なし   

斐川町 
補助率 1/2、上限 5 千円 

補助率 1/2、上限 20 千円 

コンポスト(18以上のもの) 

電気式生ごみ処理機 

佐田町 
補助率 1/2、上限 2 千円 

補助率 1/2、上限 20 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

多伎町 補助率 1/2、上限 20 千円 1 世帯当たり 3 基まで 

湖陵町 

補助率 1/2 

補助率 1/2 

補助率 1/2、上限 30 千円 

コンポスト 

ボカシ容器 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 2 基まで) 

大社町 補助率 1/2、上限 20 千円 1 世帯当たり 3 基まで 

温泉津町 なし   

仁摩町 なし   

川本町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円 

コンポスト(1 世帯当たり 2 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

邑智町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円 

コンポスト(1 世帯当たり 3 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

大和村 なし  
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表5-10 生ごみ処理機等の購入に対する助成(平成15年度) 

市町村名 補助基準 備   考 

羽須美村 補助率 1/2、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機 

瑞穂町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/2、上限 20 千円 

コンポスト(1 世帯当たり 2 基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

石見町 なし   

桜江町 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

金城町 補助率 1/2、上限 2 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

旭町 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機 

弥栄村 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機 

三隅町 補助率 1/3、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機 

美都町 なし  

匹見町 補助率 1/2、上限 20 千円 電気式生ごみ処理機 

津和野町 
補助率 1/2、上限 3.5 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

日原町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/3、上限 20 千円 

コンポスト(130及び200のもの/一世帯当たり2基まで) 

電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

柿木村 補助率 1/2、上限 30 千円 電気式生ごみ処理機(1 世帯当たり 1 基まで) 

六日市町 
補助率 1/2、上限 3 千円 

補助率 1/2、上限 20 千円 

コンポスト 

電気式生ごみ処理機 

西郷町 なし  

布施村 なし  

五箇村 なし  

都万村 なし  

海士町 なし  

西ノ島町 なし  

知夫村 なし  
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６．し尿処理の概要 

（１）衛生処理人口 

県内のし尿処理人口及び発生量を表 6-1，衛生処理人口の推移を図 6-1，衛生処理人口の

内訳を図 6-2 に示す。 

平成 14 年度における県内の水洗化人口は、466,174 人(61％)，非水洗化人口は、297,648

人(39％)である。水洗化人口は前年より約 4％増加し、また、平成 10 年度と比べると約 23％

増加している。 

 

 

表6-1 し尿の処理人口及び発生量 

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度

総 人 口(人) 771,640 768,496 767,571 764,909 763,822

水洗化人口(人) 379,336 399,989 425,347 446,192 466,174

下水道人口(人) 127,130 141,223 157,173 168,888 188,950

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝﾄ人口(人) 10,362 10,365 8,272 8,418 8,605

浄化槽人口(人) 241,844 248,401 259,902 268,886 268,619

非水洗化人口(人) 392,304 368,507 342,224 318,717 297,648

計画収集人口(人) 342,121 325,992 306,792 289,631 275,240

自家処理人口(人) 50,183 42,515 35,432 29,086 22,408

総発生量(k/年) 351,430 354,441 340,967 342,890 335,170

計画収集量(k/年) 200,425 196,897 187,605 184,739 174,813

自家処理量(k/年) 29,460 27,748 20,530 18,535 14,934

浄化槽汚泥量(k/年) 121,545 129,796 132,832 139,616 145,423  

 

0

200

400

600

800

1,000

H10 H11 H12 H13 H14
(年度)

(千人)

自家処理人口

計画収集人口

浄化槽

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ﾌﾟﾗﾝﾄ
人口

下水道人口

 
注）総人口＝水洗化人口＋非水洗化人口 

  水洗化人口＝公共下水道人口＋コミュニティ・プラント人口＋浄化槽人口 

  非水洗化人口＝計画収集人口＋自家処理人口 

図6-1 衛生処理人口の推移 
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水洗化
人口
61%

非水洗化
人口
39%

浄化槽人口
35%

下水道人口
25%

コミュニ
ティー・

プラント人口
1%

計画収集人口
36%

自家処理人口
3%

総人口

 
注）総人口＝水洗化人口＋非水洗化人口 

  水洗化人口＝公共下水道人口＋コミュニティ・プラント人口＋浄化槽人口 

  非水洗化人口＝計画収集人口＋自家処理人口 

図6-2 衛生処理人口の内訳 
 

（２）し尿処理の状況 

し尿の処理状況を表 6-2，発生量の内訳を図 6-3 に示す。 

平成 14 年度における県内の発生量は、335,170kで、前年より約 2％減少している。 

内訳は計画収集量が最も多く 53％で、次いで浄化槽汚泥量が 43％，自家処理量 4％とな

っている。 

し尿の 1 人 1 日当たり排出量は 1.75/人・日，し尿浄化槽汚泥収集量は 1.48/人・日で

ある。 

 

      表6-2 し尿の処理状況 

 

43%

53%
4%

計画収集量
自家処理量

浄化槽汚泥量

 

図6-3 発生量の内訳 

 
注）処理量に汚泥量は含まず。 

  発生量（k/年）＝計画収集量＋自家処理量＋浄化槽汚泥量 

  1 人 1 日当たりし尿収集量（/人・日）＝計画収集量／計画収集人口／365 日×103 

  1 人 1 日当たりし尿排出量（/人・日）＝（計画収集量＋自家処理量）／非水洗化人口／365 日×103 

  1 人 1 日当たりし尿浄化槽汚泥収集量（/人・日）＝浄化槽汚泥量／浄化槽人口／365 日×103 

処理区分 平成14年度 

発生量    (k /年) 335,170 

計画収集量 174,813 

自家処理量 14,934  

浄化槽汚泥量 145,423 

処理量     (k/年) 174,813 

下水道投入 124 

し尿処理施設 174,246  

農村還元 443 

1日1人当たりし尿収集量 

      （/人･日） 
1.74 

1日1人当たりし尿排出量 

      （/人･日） 
1.75 

1日1人当たりし尿浄化槽 

汚泥収集量 （/人･日） 
1.48 
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（３）し尿処理施設 

し尿処理施設の状況を表 6-3，浄化槽の設置状況を表 6-4，浄化槽設置基数の推移を図 6-4

に示す。 

平成 14 年度の県内のし尿処理施設数は 12 施設（処理能力 844k/日）である。また、コ

ミュニティ・プラント数は 10 施設（計画最大汚水量 3,269m3/日）である。 

浄化槽設置数は合計 76,067 基で、去年より 866 基増加している。 

平成 14 年度の浄化槽設置基数は 911 基である。 

 

 

表6-3 し尿処理施設の状況 

区  分 し 尿 処 理 施 設 

処 理 方 式 好 消 好二段 高負荷 標 準 膜分離 合計 

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ 

ﾌﾟﾗﾝﾄ 

施  設  数 0 1 7 2 2 12 10 

規模(k/日) 0 40 538 117 149 844 3,269 

注1） 好消……好気性消化・活性汚泥処理方式  好二段…好気性処理のうち二段活性汚泥処理方式 

高負荷…高負荷脱窒素処理方式      標準……標準脱窒素処理方式(旧低二段) 

膜分離…膜分離処理方式 

注 2）コミュニティ・プラントの規模は、計画最大汚水量で、単位は、m3/日である。 

 

表6-4 浄化槽の設置状況 

区 分 浄 化 槽 設 置 基 数 

規 模 100人以下 101～500人 501～1,000人 1,000人以上 合計 

設置数 74,376 1,460 133 98 76,067 
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図6-4 浄化槽の設置基数の推移 
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７．一般廃棄物処理事業の実態 

7-1   廃棄物処理事業経費の概要 

（１）県全体の廃棄物処理事業経費の概要 

県内の市町村における廃棄物処理事業経費の歳入の内訳を表 7-1，歳出の内訳を表 7-2，

廃棄物処理経費の内訳を図7-1，ごみ処理の歳入を図7-2，し尿処理の歳入を図7-3に示す。 

平成 14 年度の市町村における廃棄物処理事業経費の総額は 12,274,120 千円であり、前

年より約 6％減少している。経費の内訳はごみ処理が 10,316,092 千円，し尿処理が

1,958,028 千円である。 

事務組合における廃棄物処理事業経費の歳入，歳出の内訳(表 7-3,4)は、ごみ処理が

14,324,128 千円，し尿処理が 5,083,235 千円，総額 19,407,363 千円である。 

 

（２）ブロック別のごみ処理事業経費の概要 

ブロック別におけるごみ処理経費(市町村)の歳入の内訳を表 7-5，歳出の内訳を表 7-6，

ブロック別におけるごみ処理経費(事務組合)の歳入，歳出の内訳を表 7-7,8 に示す。 

ブロック別におけるごみ処理経費(市町村)は、松江ブロックが 3,497,451 千円と最も多

く、次いで益田ブロック，出雲ブロックと続く(表 7-5,6)。また、ごみ処理経費(事務組合)

は、出雲ブロック(出雲市外６市町広域事務組合)が 4,628,266 千円と最も多く、次いで松

江ブロック(松江地区広域行政組合，宍道町斐川町環境衛生組合)，大田ブロック(大田市外

2 町広域行政組合)と続く(表 7-7,8)。 

なお、宍道町斐川町環境衛生組合の廃棄物事業経費は、松江ブロックに含めた。 



 

 

表7-1　歳入の内訳(市町村) (平成14年度,単位：千円)

特　　定　　財　　源

歳入 国　庫 県支出金 地方債 使用料 その他 一般財源 合　計

支出金 手数料

ごみ

し尿

計

表7-2　歳出の内訳(市町村) (平成14年度,単位：千円)

建設・改良費 処理及び維持管理費 その他 合計

歳出 工事費 処理費

中間処
理施設

最終
処分場

その他
調査費 組合

分担金
小計 人件費 収集

運搬費
中間

処理費
最終

処分費
車輌等
購入費

委託費 組合
分担金

その他 小計

ごみ 899,109 561,745 6,143 9,975 1,076,171 2,553,143 1,529,801 149,468 334,201 135,113 47,621 1,769,600 3,595,662 52,015 7,613,481 149,468 10,316,092

し尿 0 0 0 0 234,184 234,184 56,157 1,574 45,090 0 8,505 244,561 1,333,662 27,027 1,716,576 7,268 1,958,028

計 899,109 561,745 6,143 9,975 1,310,355 2,787,327 1,585,958 151,042 379,291 135,113 56,126 2,014,161 4,929,324 79,042 9,330,057 156,736 12,274,120

図7-1　廃棄物処理経費　 図7-2　ごみ処理の歳入　　 図7-3　し尿処理の歳入
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0
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0

9,152
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0
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1,108,954

21,929

2,879

24,808

8,029,115

1,715,757

9,744,872
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1,958,028

12,274,1201,137,200

ごみ歳入
10,316,092千円

22%

78%

特定財源

一般財源

し尿歳入
1,958,028千円

12%

88%
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平成14年度
廃棄物処理経費
12,274,120千円

し尿
16%

ごみ
84%
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表7-3　歳入の内訳（事務組合） (平成14年度,単位：千円)

特　　定　　財　　源

歳入 国　庫 県支出金 地方債 使用料 市町村 その他 一般財源 合　計

支出金 手数料 分担金

ごみ

し尿

計

表7-4　歳出の内訳(事務組合) (平成14年度,単位：千円)

建設・改良費 処理及び維持管理費

歳出 工事費 処理費 その他 合計

中間処
理施設

最終
処分場

その他
調査費 小計 人件費 収集

運搬費
中間

処理費
最終

処分費

車輌等
購入費

委託費 その他 小計

ごみ 8,559,455 631,830 505,573 147,851 9,844,709 1,711,809 92,475 1,612,949 173,708 114,353 432,489 104,555 4,242,338 237,081 14,324,128

し尿 3,483,478 0 0 56,300 3,539,778 467,282 3,990 827,726 1,052 7,350 151,590 11,021 1,470,011 73,446 5,083,235

計 12,042,933 631,830 505,573 204,151 13,384,487 2,179,091 96,465 2,440,675 174,760 121,703 584,079 115,576 5,712,349 310,527 19,407,363

2,244,736

933,564

3,178,300

515

0

515

6,572,433

2,292,900

8,865,333 113,322

383,616

218,128

601,744

4,671,833

1,588,557

6,260,390

14,324,128

5,083,235

19,407,363

379,951

7,808

387,759

71,044

42,278
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表7-5　ブロック別ごみ処理歳入の内訳(市町村) (平成14年度,単位：千円)
特　　定　　財　　源

国庫支出金 県支出金 地方債 使用料及び手数料 その他

表7-6　ブロック別ごみ処理歳出の内訳(市町村) (平成14年度,単位：千円)
建設・改良費 処理及び維持管理費

工事費 処理費 その他

中間処
理施設

最終
処分場

その他
調査費 組合

分担金
小計 人件費 収集

運搬費
中間

処理費
最終

処分費

車輌等
購入費

委託費 組合
分担金

その他 小計

9,571 558,233 6,143 9,975 41,378 625,300 807,163 45,869 125,034 45,834 11,258 456,329 1,306,610 9,793 2,807,890 64,261 3,497,451

0 0 0 0 0 0 52,000 9,708 16,400 11,465 0 226,795 172,438 7,441 496,247 0 496,247

0 0 0 0 39,801 39,801 0 0 0 0 0 0 58,042 0 58,042 0 97,843

0 2,821 0 0 28,277 31,098 9,905 4,743 8,652 13,596 0 48,698 216,866 2,708 305,168 0 336,266

0 0 0 0 105,818 105,818 0 0 0 0 0 7,146 195,288 0 202,434 0 308,252

0 0 0 0 486,744 486,744 220,728 4,954 113,312 12,198 23,432 438,727 318,550 1,260 1,133,161 73,173 1,693,078

0 691 0 0 123,068 123,759 0 37,537 33,789 9,521 0 123,916 106,421 12,619 323,803 0 447,562

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 177,104 0 177,104 0 177,104

0 0 0 0 161,041 161,041 166,192 12,745 2,981 1,654 12,931 274,890 479,278 14,336 965,007 174 1,126,222

863,813 0 0 0 76,578 940,391 201,480 31,303 791 36,609 0 153,583 331,263 0 755,029 4,712 1,700,132

0 0 0 0 0 0 20,961 835 9,290 991 0 19,761 0 0 51,838 0 51,838

25,725 0 0 0 0 25,725 50,997 732 20,126 2,252 0 11,355 0 1,792 87,254 0 112,979

0 0 0 0 0 0 375 1,042 3,826 993 0 8,120 0 2,066 16,422 0 16,422

0 0 0 0 13,466 13,466 0 0 0 0 0 280 233,802 0 234,082 7,148 254,696

899,109 561,745 6,143 9,975 1,076,171 2,553,143 1,529,801 149,468 334,201 135,113 47,621 1,769,600 3,595,662 52,015 7,613,481 149,468 10,316,092

112,979

16,422

254,696

10,316,092

177,104

1,126,222

1,700,132

51,838

336,266

308,252

1,693,078

447,562

安来ブロック

仁多横田ブロック

3,497,451

496,247

97,843

42,976

0

0

0

0

仁多横田ブロック

安来ブロック

飯石ブロック

加茂ブロック

浜田ブロック

邑智ブロック

大田ブロック

出雲ブロック

益田ブロック

合計

海士町

島後ブロック

合計

歳出

松江ブロック

西ノ島町

知夫村

一般財源 合計

益田ブロック

海士町

邑智ブロック

浜田ブロック

歳入

松江ブロック

加茂ブロック

飯石ブロック

島後ブロック

合計

出雲ブロック

大田ブロック

西ノ島町

知夫村

0

0
0

0

0

0

197,931

0

8,227

0

0

249,134

0

0

0
8,400

0

0

752

0

0

0

0

0

9,152

478,400

0

0

0

0
0

0

0

0

640,900

0

17,900

0

0

1,137,200

437,433

14,707

0

6,969

0
277,174

8,743

0

64,929

27,764

10,408

17,416

3,903

116

869,562

4,959

2,778

0

1,186

1,921
681

1,377

0

6,146

0

0

0

0

2,881

21,929

437,442

177,104

2,533,683

478,762

97,843

328,111

12,519

251,699

8,029,115

1,054,395

833,537

41,430

69,436

306,331
1,406,823
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表7-7　ブロック別歳入の内訳（事務組合） (平成14年度,単位：千円)
特　　定　　財　　源

国　庫 県支出金 地方債 使用料 市町村 その他 一般財源 合　計
支出金 手数料 分担金

松江ブロック 3,255,542
安来ブロック 182,619
仁多横田ブロック 391,025
加茂ブロック 902,805
飯石ブロック 1,200,528
出雲ブロック 4,628,266
大田ブロック 1,285,531
邑智ブロック 214,058
浜田ブロック 734,418
益田ブロック 999,621
島後ブロック 529,715

合計 14,324,128
※宍道町斐川町環境衛生組合の事業費は松江ブロックに含む

表7-8　ブロック別歳出の内訳(事務組合) (平成14年度,単位：千円)
建設・改良費 処理及び維持管理費

工事費 処理費 その他 合計

中間処
理施設

最終
処分場

その他
調査費 小計 人件費 収集

運搬費
中間

処理費
最終

処分費

車輌等
購入費

委託費 その他 小計

松江ブロック 1,769,898 24,795 0 0 1,794,693 741,764 17,924 529,677 36,049 0 12,301 0 1,337,715 123,134 3,255,542

安来ブロック 0 0 0 0 0 68,811 0 103,785 0 0 0 0 172,596 10,023 182,619

仁多横田ブロック 305,412 0 0 0 305,412 21,020 20,159 20,284 24,150 0 0 0 85,613 0 391,025

加茂ブロック 81,504 552,035 0 0 633,539 96,549 2,820 121,505 1,078 0 47,314 0 269,266 0 902,805

飯石ブロック 364,392 55,000 491,232 0 910,624 76,578 5,330 90,342 960 37,170 63,506 781 274,667 15,237 1,200,528

出雲ブロック 4,141,680 0 0 67,190 4,208,870 105,446 0 145,397 14,726 25,830 43,050 0 334,449 84,947 4,628,266

大田ブロック 1,051,712 0 4,500 0 1,056,212 103,534 6,222 18,327 0 0 85,382 15,854 229,319 0 1,285,531

邑智ブロック 0 0 0 0 0 64,478 33,535 63,412 2,305 5,962 43,367 999 214,058 0 214,058

浜田ブロック 124,425 0 0 40,397 164,822 153,954 0 248,260 87,407 28,539 0 51,436 569,596 0 734,418

益田ブロック 517,878 0 2,319 40,264 560,461 150,828 0 165,728 40 0 88,465 30,359 435,420 3,740 999,621

島後ブロック 202,554 0 7,522 0 210,076 128,847 6,485 106,232 6,993 16,852 49,104 5,126 319,639 0 529,715

合計 8,559,455 631,830 505,573 147,851 9,844,709 1,711,809 92,475 1,612,949 173,708 114,353 432,489 104,555 4,242,338 237,081 14,324,128

歳入

歳出

0
65,911
85,105

218,289
1,100,296

377,221 1,272,600

229,531
0
0

107,273
61,110

2,244,736

0
0
0
0
0
0
0

515
0
0
0

515

0
199,700
526,500
631,600

2,606,700
782,400

0
21,300

376,733
154,900

6,572,433

40,617
9,359

27,571
46,057
25,747
68,678
30,746
33,385
32,801
10,486
58,169

383,616

1,422,277
172,438
97,843

245,143
301,106
731,005
229,489
177,104
640,319
407,841
247,268

4,671,833

114,311
822

0
0

23,786
121,587

650

16,252
0

23,746
95,044 2,244

0
0

12,715
3,054

28,516
0
0
0

8,263
71,044379,951

5
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7-2 廃棄物処理事業従事職員 

県内の市町村及び事務組合における廃棄物処理事業従事職員の状況を表 7-9 に示す。 

平成 14 年度末における廃棄物処理事業従事職員数は合計 626 人である。 

内訳は、総計でごみ処理が 544 人、し尿処理が 82 人である。 

 

          表 7-9 従事職員の状況         (単位:人) 

区   分 ご み し 尿 合 計 総 計 

事 務 系 101 46 8 19 109 65 174 一
般
職 技 術 系 11 43 2 32 13 75 88 

収 集 ・ 運 搬 178 38 4 0 182 38 220 

中 間 処 理 16 94 1 13 17 107 124 

最 終 処 分 5 11 0 0 5 11 16 

技

能

職 そ の 他 1 0 0 3 1 3 4 

合 計 312 232 15 67 327 299 626 

注）左：市町村従事職員数 

  右：事務組合従事職員数 

 

7-3 委託・許可業者数 

県内の委託・許可業者の状況を表 7-9 に示す。 

平成 14 年度末における委託・許可業者は 541 業者である。 

 

 表7-10 委託・許可業者の状況 

 区   分 業 者 数 

委 託 業 ( 法 第 6 条 ) 176 
ごみ 

許 可 業 ( 法 第 7 条 ) 219 

委 託 業 ( 法 第 6 条 ) 21 
し尿 

許 可 業 ( 法 第 7 条 ) 125 

 

7-4 一般廃棄物処理業者等関係 

平成 14 年度末における一般廃棄物処理業者数、従業員数の状況を表 7-11,12 に示す。 

 

 表7-11 一般廃棄物処理業者状況 

区 分 ごみ専業 し尿専業 兼業 合 計 

業者数 92 30 18 140 

  

表7-12 一般廃棄物処理業従業員数の状況 

区  分 ごみ関係 し尿関係 浄化槽関係 合 計 

従業員数 642 182 226 1,050 
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８．ダイオキシン類対策等の状況 

市町村が設置している一般廃棄物焼却施設及び事業者が許可を受けて設置する一般廃棄

物焼却施設のダイオキシン類濃度測定結果について本県と全国レベルでの比較を表 8-1～3

に示す。 

 

表 8-1 ダイオキシン濃度の平均値(市町村設置)(単位:ng-TEQ/Nm3) 

施 設 規 模 測 定 箇 所 数 平 均 値 中 央 値 最 小 ～ 最 大 

4t/ｈ以上 

2～4t/ｈ 

2t/ｈ未満 

5 

3 

12 

0.33 

6.0  

12    

0.010 

  5.7   

1.0   

0.00066～1.0 

5.0～7.3 

0.16～85 

 

島 

根 

県 

合 計 20  8.6  0.88  0.00066～85 

4t/ｈ以上 

2～4t/ｈ 

2t/ｈ未満 

636 

937 

798 

0.58 

1.9  

5.8  

0.03  

0.21  

0.79  

<0.01～53 

<0.01～74 

<0.01～12 

 

全 

国 

合 計 2,371 2.9  0.18  <0.01～120 
注)1 調査時期：平成 13 年 12 月 1 日～14 年 11 月 30 日 

  2 共通煙道の場合は複数炉で 1 測定箇所。 

 

 

表 8-2 ダイオキシン濃度の平均値(事業者設置)(単位:ng-TEQ/Nm3) 

 測 定 箇 所 数 平 均 値 中 央 値 最 小 ～ 最 大 

島 

根 
7 3.2 0.20 0.0000032～21 

全

国 
127 2.7 0.28 <0.01～41 

注）調査時期：平成 13 年 12 月 1 日～14 年 11 月 30 日 
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表 8-3 ごみ焼却施設におけるダイオキシン類測定結果 

ダイオキシン類濃度測定値( ng-TEQ/Nm3)  

施 設 の 名 称 
集塵 

方式 

今回調査結果 

(H13.12.1～ 

H14.11.30) 

H14.12.1 

からの 

排出基準 

H12.12.1～ 

H13.11.30 

H11.12.1～ 

H12.11.30 
備考 

松江地区広域行政組合  南工場 

            北工場 

BF 

EP 

0.00066 

1 号炉  0.64   

2 号炉  1     

1.0   

1.0   

1.0   

0.025 

0.37  

 0.24 

0.041 

0.25  

― 

 

安来能義広域行政組合 

清瀬クリーンセンター 
BF 

(4.5)  

(1.1)  

10     

10     

7.9   

4.7   

2.2   

4.8   
 

宍道町斐川町環境衛生組合 ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ EP 5.9   10     8.2   7.9   廃止済 

仁多町横田町広域事務組合 

ごみ焼却施設 
BF 

(0.18) 

(1.2)  
5.0   

2.3  

44 
9.3    

飯石郡町村事務組合 ごみ焼却施設 洗煙 0.77  10       0.68  5.1   廃止済 

赤来町頓原町環境衛生組合 

ごみ焼却場 
MC 49     10     50     6.2   廃止済 

出雲市外 6 市町広域事務組合 

神西清掃工場 
BF 

1 号炉 0.0097 

2 号炉 0.01   
1.0   

45     

27 
 38      

平田市立環境センター EP 6.4 10     13     5.5   廃止済 

佐田町清掃センター MC 0.16 10       0.27  3.7   廃止済 

大田市外 2 町広域行政組合 

大田ごみ焼却場 
MC・EP 5.7    5.0   ― 1.7   廃止済 

邑智郡町村総合事務組合 

笹畑クリーンセンター 
BF 0.35 10     0.5   0.090  

浜田地区広域行政組合 

浜田清掃第一処理場 
EP 7.3 5.0   6.7  1.9    

江津市桜江町環境衛生組合 焼却場 洗煙 ― 10     13    0.79  廃止済 

三隅町ごみ処理センター MC ― 10     0.19  0.81  廃止済 

益田地区広域市町村圏事務組合 

益田清掃工場 
EP 5  5.0   66 13      

津和野町清掃センター CC 

EP 

0.54 

85  

10     

10     

11    

37    

― 

― 
廃止済 

島後町村組合 島後清掃センター BF 2.7    10     ― 1.4    

海士町清掃センター BF 0.26   5.0   1.4  0.40   

西ノ島ごみ焼却場     清美苑 BF 0.75   10     ― 45      

加茂町外三町清掃組合 

雲南ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ (RDF) MC・BF (0.074) 0.028 ― ― ― 

知夫村 ＊ 1.3   10     4.7 14      

注)1 集塵方式において、EP＝電気集じん器,MC＝ﾏﾙﾁｻｲｸﾛﾝ,CC＝ｷｬｽﾀﾌﾞﾙ成形ｻｲｸﾛﾝ, BF＝ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀｰ,＊＝二次燃焼重力沈降方式。 

  2( )内は測定期間外の数字。 

    


